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環境問題における社会的課題

2002年6月京都議定書を国会承認、温室効果ガス6％削減が日本の課題。

国民一人ひとりに、環境意識の深まりと

実践的な省エネ行動の促進が重要な課題。

「6%削減」を達成するためのCO2 の削減対策として、製造業を中心とする産業部門で90年比7%削減、

技術革新に加え、家庭や職場などの民生部門で2%削減するほか、

排出量の伸びが著しい運輸部門では排出量の増大を90年比17%に抑える目標を設定。

なかでも、私たちの生活にかかわる「国民の努力」で最大1.8%削減を目標にしている。

この高いハードルをクリアするためには、

省エネの波を地域へ、家庭へと広げていかなければならない。

今や世界規模で早急に推進していかなければならない重大課題の地球温暖化防止対策。

かけがえのない地球環境を次世代に引き継いでいくため、

地球温暖化防止をめざす京都議定書が衆参両院で可決承認され、批准書が国連本部に提出。

これにより日本は、二酸化炭素（CO2）など温室効果ガスの「6%削減」が義務付けられたが、

これを達成するのは容易なことではない。
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2CO2削減に向けた、市民主導型の新たな社会システム「EXPOエコマネー」

家庭、個人レベルにおけるCO2削減は、大きな課題と認識されながらも、

これまで実効的な手段や方法が確立していない。

そうした社会背景の中、民間主導の環境施策として
「EXPOエコマネー」を社会システムとして提案する

「EXPOエコマネー」とは、自発的に環境問題への取組を実践する善意の人だけをターゲットにするだけでなく、

環境に無関心な人にも省エネや環境配慮行動を誘発するために、

個人の省エネや環境配慮活動に対してポイントを提供することで、

インセンティブの授受や、社会的な環境施策へのポイント寄付などがおこなえる、

環境価値循環型の社会システムです。

「EXPOエコマネー」のグランドヴィジョン

運用機関
N.P.O.法人等

CO2CO2吸収証書吸収証書

・植林等・植林等

原資原資

ポイント管理
システム

・懸賞
・景品
・割り引き等

・寄付

環境配慮行動を
貨幣的価値で
支える立場

・行政
・団体
・ＮＰＯ
・企業

流通サービス
製造業
通信
エネルギー
交通
金融
小売

・生活者
等々

成果の可視化

ポイント提供

市民の環境配慮行動

・レジ袋の削減

・グリーン購入、

・公共交通機関

・エコカーの利用

等々

＜環境にいいこと＞つまり環境配慮行動を
実践した個人にポイントを提供

ポイント交換

社会的還元

・広報ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ、・広報ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ、WEBWEB等等

認証
機関

プレイヤー スポンサーシステム

個人的還元

EXPOエコマネー
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市民の環境配慮行動
～会場内・会場外 共通カテゴリ～

博覧会を契機にした「エコマネー」の実証・実験

博覧会を契機に、市民の「環境配慮行動」に対して、

「EXPOエコマネー」の発行/取得機会を提供する。

レジ袋削減

公共交通機関利用

グリーン購入

エコカーの活用

環境ボランティア
への参加

環境学習・啓発

～会場内プログラムとの連動～

博覧会入場券（ICカード）に

ポイントを登録するシステムを利用して、

会場内、会場外を連動した実証・実験を行なう。
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「EXPOエコマネー」の具体的な発行場所

エコカーでの来場を実践（自己申告）した来場者にEXPOエコマネーを提供する。

◇実施期間：185日間

市民の環境配慮行動を実践に対して、EXPOエコマネーを提供する（各企業等が発行する証明書を会場

でEXPOエコマネーに交換する）。また消費者の環境配慮行動に基づくCO2削減量などの可視化に役立て

る。

a）レジ袋削減

b）交通エコポイント（公共交通機関利用）

c）グリーン購入

等

◇実施期間：会期前から会期中＜予定＞

２． 公式出展国等との連携

３． エコポイント獲得型環境配慮行動-2 「エコカーでの来場」

４． 「レジ袋削減」を推進する企業等との連携 ※今回の公募案件

グローバルコモンにおける公式出展国のショップ等と連携し､ノーレジ袋を実践した来場者やエコ商品の

購入者にEXPOエコマネーを提供する。エコ商品の選定は、各公式出展国 と協議の上決定する 。

◇実施期間：185日間

環境啓発･学習性の高いプログラムを体験した来場者にEXPOエコマネーを提供する。

a）自然体感プログラム「森の体験学校/里の体験学校」

b）地球市民村、市民交流プラザ

等

◇実施期間：185日間

１．環境配慮啓発系プログラムとの連携

●会場内での展開例（予定）

●会場外での展開
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参加する市民にとって「EXPOエコマネー」のメリットは？

「EXPOエコマネー」の還元は、個人へのインセンティブと、

社会の継続的な環境保全を促進する社会還元の２つを用意する。

懸賞方式による
エコツアーへの招待、

協賛企業からのエコグッズ
の提供 等

植林事業
世界の環境保全活動
への寄付 等

個人へ還元されるインセンティブ 社会へ還元されるインセンティブ

個人的に貰って嬉しいインセンティブ

であると同時に、環境意識の増大や

環境行動を誘発させるアイテムを提供する。

EXPO事業に相応しい成果を残すと共に

社会還元事業が、更なるCO2の吸収・削減に

寄与するメカニズムを生み出す。

個人の取得ポイントを可視化することで、

個人の環境配慮に関する意識を継承させる。

具体的なCO2削減量を可視化することで、

社会的な「エコポイント」の意義を継承し

ていく。

WEB上にポータルサイトを展開し、

「EXPOエコマネー」の成果を情報発信する。


